
　

川
内
と
い
え
ば
、
可え
の
さ
ん
り
ょ
う

愛
山
陵
、
新
田
神
社
、
中
越
パ

ル
プ
、
川
内
川
と
開
口
一
番
に
言
う
は
ず
で
す
。
そ
の

い
ず
れ
も
が
、
亀
山
地
区
に
存
在
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
世
界
的
文
化
人
で
政
治
家
で
あ
る
山
本

實
彦
の「
百
難
克
服
の
碑
」が
亀
山
小
学
校
校
庭
に
、
ま

た
、
豊
臣
秀
吉
入
薩
の
際
に
新
田
神
社
を
兵
火
か
ら
守

っ
た「
憲
春
法
印
の
碑
」も
新
田
神
社
参
道
に
あ
り
ま
す
。

神
亀
山
、
中
陵
、
端
陵
に
は
、
古
墳
時
代
の
出
土
品
が

あ
り
、
古
代
よ
り
住
民
が
住
み
文
化
の
発
祥
地
で
あ
っ

た
と
い
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
に「
亀
山
」を
語
る
と
き
は
、

ま
ず
神
代
か
ら
説
く
必
要
が
あ
り
、
天あ

ま
て
ら
す
お
お
み
か
み

照
大
神
の
御
孫
、

瓊に
に
ぎ
の
み
こ
と

々
杵
尊
は
高
千
穂
に
降
臨
の
後
、
川か
わ
な
べ
か
さ
さ

辺
笠
狭
を
経
て

新
田
に
移
ら
れ
、
こ
の
地
で
崩
御
さ
れ
た
の
で
す
。

　

新
田
神
宮
の
文
化
行
事
と
し
て
、
毎
年
１
月
７
日
に

武
射
祭
が
あ
り
、
ま
た
、
６
月
入
梅
の
日
は
、
御
田
植

祭
が
行
わ
れ
、
こ
れ
は
最

も
古
い
行
事
で
平
安
時
代

に
起
因
し
て
い
ま
す
。
そ

の
日
に
奉
納
さ
れ
る
奴
踊

り
は
、
昭
和
38
年
に
県
指

定
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

封
建
後
期
寛
永
16
年
に
置

か
れ
た
地
頭
館
の
跡
が
宮

内
麓
に
あ
り
ま
す
。

県指定無形民俗文化財に指定された奴踊り

■問合先
　亀山地区コミュニティ協議会

■所在地
　〒 895-0065
　宮内町 1818 −２
　 ･ 0996（27）0750

文
化
財
・
イ
ベ
ン
ト

ごみのポイ捨てやめましょう！ごみのポイ捨てやめましょう！
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神し
ん

亀き

山ざ
ん

の
ふ
も
と
に
位
置
す
る
、
川
内

川
の
流
水
が
豊
か
に
野
を
浸
す
と
こ
ろ
、

そ
し
て
、
文
化
・
伝
統
が
し
っ
か
り
と

受
け
継
が
れ
て
い
る
亀
山
地
区
を
紹
介

し
ま
す
。

田植えから刈り上げまで
の実習での喜びは、食育
教育の最高の効果です。

少・壮・老年の交流で子
どもたちの歓声が響く校
区グラウンドゴルフ大会

　

川
内
川
の
右
岸
、
神
亀
山
新
田
の
社
や
し
ろ（
御
陵
）の
東

西
南
北
20
自
治
会
で
構
成
さ
れ
、
地
域
づ
く
り
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
８
月
現
在
、
本
市
の
総
人
口
は
約
10
万
３
０

０
０
人
で
こ
の
う
ち
65
歳
以
上
の
高
齢
化
率
は
26
・

４
％
に
対
し
、
亀
山
地
区
は
人
口
約
８
２
０
０
人
で

65
歳
以
上
の
高
齢
化
率
は
19
・
７
％
で
あ
り
、
市
全

般
の
高
齢
化
の
進
渉
に
対
し
て
比
較
的
若
い
世
代
が

多
い
地
域
と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
人
口
構
成
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
特
性
を

生
か
し
、
次
の
よ
う
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

■
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
地

　

域
振
興「
実
践
活
動
事
業
」

　

①
校
区
き
ら
め
き
事
業
＝
も
じ
ょ
き
ん
訪
問
・
子

　
　

ど
も
囲
碁
ク
ラ
ブ
・
親
子
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

　

②
校
区
文
化
祭（
参
加
者
約
２
０
０
０
人
）＝
全
自

　
　

治
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
各
種
団
体
な
ど
が
参
加
し
、

　
　

年
１
回（
秋
）、
亀
山
小
学
校
に
て
、
作
品
展
示
・

　
　

演
芸
発
表
・
農
産
品
バ
ザ
ー
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

③
亀
山
子
ど
も
育
成
会
活
動
＝
も
じ
ょ
き
ん
訪
問

　
　

計
画
・
も
ち
つ
き
大
会
・
各
自
治
会
別
活
動
・

　
　

夏
の
ラ
ジ
オ
体
操
会
・
書
道
会
・
読
書
会
・
か

　
　

か
し
作
り
な
ど

　

④
校
区
社
協
活
動
＝
高
齢
者
昼
食
会
・
親
睦
グ
ラ

　
　

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

⑤
地
域
づ
く
り
部
に
よ
る
村
づ
く
り
活
動
＝
小
学

　
　

５
年
生
を
対
象
と
し
て
、学
習
田
へ
の
田
植
え
・

　
　

稲
刈
り
・
餅
つ
き
大
会
な
ど

　

⑥
子
ど
も
安
全
守
り
隊
活
動
＝
青
色
パ
ト
ロ
ー
ル

　
　

車
８
台
で
、
随
時
、
地
域
内
巡
回
の
実
施

　

⑦
亀
山
児
童
ク
ラ
ブ
＝
昨
年
５
月
、
亀
山
小
学
校

　
　

校
内
に
新
設
。
指
導
員
３
人
が
児
童
35
人
に
対

　
　

し
、
放
課
後
保
護
育
成
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

　

⑧
環
境
美
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
＝
羽
田
・
下
五

　
　

代
・
久
留
巣
自
治
会
お
よ
び
消
防
団
の
協
力
に

　
　

よ
る
高
城
川
堤
防
野
焼
き
を
年
１
回
実
施

　

こ
の
よ
う
な
、
幼
・
少
・
壮
・
老
年
の
世
代
を
越

え
た
活
動
の
中
に
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ

ま
す
。
こ
れ
こ
そ
が
素
晴
ら
し
い
地
域
の
誇
り
で
あ

る
と
私
達
は
考
え
て
い
ま
す
。

〜 

川
内
地
域
亀
山
地
区
編 

〜

〜 

川
内
地
域
亀
山
地
区
編 

〜

瓊々杵尊の御陵のある神亀山


